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第５期北九州市障害福祉計画・第１期北九州市障害児福祉計画の 

目標等の管理シート 
 

担当部局 保健福祉局障害福祉部 
 
成果目標 （３）地域生活支援拠点等の整備 

 

計
画
（
Ｐ
）
→
実
施
（
Ｄ
） 

目標値 

 

○令和２年度末までの目標値 
 

地域生活支援拠点等 

の整備 
１箇所 

地域生活支援拠点又は 
面的な体制 

 
【目標設定の考え方】 

地域生活支援拠点等（地域生活支援拠点又は地域における複数の機関が分担して

機能を担う体制（面的な体制））について、令和２年度末までに少なくとも 1 箇所を

整備するという国の指針に基づき、設定 
 
○実施状況[各年度３月末現在] 
 
 Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ 

地域生活支援拠点等 

の整備 
０箇所 ０箇所 ― 

 

活動指標 

（内容） 

 

 

評
価
（
Ｃ
） 

→ 

改
善
（
Ａ
） 

Ｈ
３
０
年
度 

評価（Ｃ） 

【目標等 

を踏まえ 

た評価、 

改善方策】 

  
国が拠点等を整備する時期を第５期障害福祉計画期間中である令和２年度

末までと延期したことから、本市でも、北九州市障害者支援計画における整備

目標を「令和２年度末までに少なくとも１箇所」に設定しました。 
平成３０年度は、北九州市障害者自立支援協議会において、障害のある人の

高齢化や「親亡き後」を見据えて、安心した地域での暮らしのためにも速やか

に整備して欲しいとの要望をいただきました。 
引き続き、北九州市障害者自立支援協議会において、地域課題を踏まえ協議

を行うなど、本市拠点整備に向けた検討を行います。 

協議会 

等意見 

【評価等 

に対する 

意見】 

・地域生活支援拠点の整備を急いで欲しいです。 
・取り組みを具体化させて欲しいです。 

改善 

（Ａ） 

【次年度 

における 

取組等】 

 
北九州市障害者自立支援協議会において、拠点等の整備について意見交換を

行いました。その際、緊急時の受入先の確保、相談支援事業所との連携、存在

する社会資源の有効活用できる仕組み、など必要な要素に関して、意見をいた

だきました。 
引き続き、協議会において整備方針が議論できる土台づくりを行うととも

に、令和２年度末までの整備に向けて、意見を基にした具体的な作業を進めて

まいります。 
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評
価
（
Ｃ
） 

→ 

改
善
（
Ａ
） 

Ｒ
１
年
度 

 

評価（Ｃ） 

【目標等

を踏まえ

た評価、改

善方策】 

 

 

 

 

 
令和元年度は、北九州市障害者自立支援協議会において、地域生活支援拠点の

整備に向けた意見交換を行い、北九州市ではある程度社会資源が備わっているが

それらの結び付きがないこと、また、緊急時の受け入れ先の確保が重要である等

の意見をいただきました。 
これらの意見に基づいて、地域生活支援拠点に求められる機能のうち「地域の

体制づくり」と「緊急時の受入機能」の２つの機能から整備できるよう、令和２

年度予算の確保を行いました。 
 令和２年度は具体的な整備を進めていきます。 
 

 


